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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動に

より個人消費の停滞が懸念材料となりましたが、雇用や設備投資は改善傾向にあり、全体的には緩

やかな回復傾向が続き、企業収益の改善も概ね好調に推移しております。 

また、海外経済については米国は堅調な景気拡大を維持しているものの、中国では設備投資の鈍

化により成長率の低下が懸念されております。 

このような状況の中、当社グループが推進するエネルギー関連事業を取り巻く環境としましては、

固定価格買取制度を活用した太陽光発電設備の建設が大きく伸びを見せたことで、再生可能エネル

ギー市場が活性化しております。一方で一部電力会社が太陽光発電設備にかかる系統接続申込の回

答を保留する状況が発生するなど、今年末の政府及び電力会社の固定価格買取制度に関する見解に

注目が集まっております。 

当社が推進するバイオガス事業については、前述の太陽光発電とは異なり、電力変動が少なく安

定的な発電が可能な再生可能エネルギーであることから、バイオマス発電と共に注目が集まってお

ります。 

当社といたしましては、このような状況を受け、安定電源たるバイオガス発電事業を中心とした

再生可能エネルギー事業に経営資源を集約して事業を推進し、これまでの主要事業であった省エネ

ルギー関連事業を大きく縮小しております。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は 1,124 百万円(前年同期比 639 百万円増、

131.7％増)、営業損失 201 百万円(前年同期 営業損失 97 百万円)、経常損失 229 百万円(前年同期 

経常損失 86 百万円)、四半期純損失 230 百万円(前年同期 四半期純損失 94 百万円)となりました。 

  

セグメントの業績については、次のとおりであります。 

(省エネルギー関連事業) 

省エネルギー関連事業におきましては、上述の状況で事業を推進しており、売上高 177 百万円

(前年同期比 151 百万円減、46.0％減)、セグメント損失は 52 百万円(前年同期 セグメント損失

69 百万円)となりました。 

(再生可能エネルギー事業) 

再生可能エネルギー事業におきましては、太陽光発電設備の設置工事受託が売上に寄与したも

のの、当第２四半期連結累計期間に完成した案件の売上総利益については、施工費用の高騰など

の影響で利益率が低くなっており、また、計上済み案件に比べ、利益率が高い見込みである案件

が当第２四半期連結会計期間末までに完成出来なかった影響を受け、利益計上には至りませんで

した。結果、売上高 947 百万円(前年同期比 790 百万円増、503.0％増)、セグメント損失は 151

百万円(前年同期 セグメント損失 34 百万円)となりました。 

  
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末より 611 百万円増加し、2,162 百万円と

なりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少 142 百万円及び原材料の増加 708 百万円等によ

るものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の負債は前連結会計年度末より 327 百万円増加し、1,584 百万円とな

りました。これは主に未払金の減少 244 百万円及び前受金の増加 646 百万円等によるものでありま

す。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末より 283 百万円増加し、577 百万円とな

りました。これはライツ・オファリングの行使結果により資本金及び資本剰余金が各 257 百万円増

加したこと及び四半期純損失 230 百万円を計上したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における業績につきましては、上記の状況から「平成 27 年３月期 決

算短信」（平成 26 年５月 15 日）において発表しました業績予想で発表しております第２四半期累

計期間の数値に未達の結果となっております。しかしながら、工期の遅れにより当第２四半期連結

累計期間の売上計上ができなかった案件も下期には完成し売上計上される見込みであり、また下期

に計画していた案件についても概ね計画通りに推移していることから、「平成 26 年３月期 決算短

信」（平成 26 年５月 15 日）において発表しました業績予想から変更はありません。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報等 

Ⅰ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 
１ 報告セグメントの概要 

(1)報告セグメントの決定方法 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手

可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う

対象となっているものです。 
当社グループは事業別のセグメントから構成されており、省エネルギー関連事業及びその付帯

事業を推進する「省エネルギー関連事業」、及び再生可能エネルギー設備導入における企画、設

計、販売、施工及びコンサルティング事業を推進する「再生可能エネルギー事業」の二つを報告

セグメントとしております。 

(2)各セグメントに属する製品及びサービスの内容 

「省エネルギー関連事業」は、顧客企業の省エネルギー化計画の調査からプランの作成、設

計・施工、効果の検証までを一貫して行うエスコ事業を中心とし、各種省エネルギー化製商品の

販売等も行っております。 
「再生可能エネルギー事業」は、バイオガスプラント等再生可能エネルギー設備導入における

企画、設計、販売、施工及びコンサルティング事業を推進しております。 
 
２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 
 
        (単位：千円) 

  

報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

省エネルギー 

関連事業 

再生可能 

エネルギー 

事業 

計 

売上高           

  外部顧客への売上高 177,212 947,707 1,124,919 ― 1,124,919 

  セグメント間の 

  内部売上高又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 177,212 947,707 1,124,919 ― 1,124,919 

  セグメント損失(△) △52,260 △151,968 △204,228 2,976 △201,252 
  

(注) １．セグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

２．セグメント損失(△)は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 
（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第１四半期連結累計期間において、第４回新株予約権（ノンコミットメント型ライツ・オファ

リング）の行使により、資本金及び資本剰余金が各々257,079 千円増加したことにより、当第 2四半

期連結会計期間末資本金が 873,099 千円、資本剰余金が 680,279 千円となっております。 

 
（７）重要な後発事象 

該当事項はありません。 
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